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し
ゅ
ん
こ
う

公正で開かれた議会を

由 利 昌 司
市議会議長
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んんんんんん
ううう

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

社
会
経
済
情
勢
が
続
く
と
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
湯
沢
駅
周
辺
地

区
環
境
整
備
事
業
、
道
の
駅
お
が

ち
小
町
の
郷
整
備
事
業
、
雄
勝
地

域
統
合
小
学
校
整
備
事
業
、
湯
沢

南
中
学
校
大
規
模
改
修
事
業
な
ど

を
着
実
に
進
め
、
今
後
と
も
市
民

の
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
目
指
し
て
、

精
一
杯
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
な
お
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し

て
ご
健
勝
で
、
幸
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市
に
お
い
て
も
、
三
カ
所
で
調
査

が
進
行
し
、
う
ち
一
カ
所
は
事
業

化
と
な
り
、
国
内
の
大
規
模
発
電

施
設
と
し
て
は
、
二
十
四
年
ぶ
り

と
な
る
平
成
三
十
二
年
に
は
開
業

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

残
る
二
地
点
も
発
電
施
設
が
有
望

で
、
国
内
の
地
熱
発
電
の
メ
ッ
カ

と
な
り
得
る
、
大
い
な
る
可
能
性

を
秘
め
て
お
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

政
府
は
、
米
の
生
産
調
整
の
大

転
換
を
決
断
し
ま
し
た
が
、
稲
作

を
中
心
と
し
た
農
業
が
基
幹
産
業

で
あ
る
当
市
に
と
り
ま
し
て
、
今

後
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
市

と
し
て
の
対
策
も
急
ぐ
必
要
が
あ

初
の
議
会
活
動
報
告
会
を
開
催
し

た
ほ
か
、
議
員
定
数
を
削
減
し
て

の
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
に
は
、
公
正
で

開
か
れ
た
議
会
を
推
進
す
る
こ
と

な
ど
が
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
議
会
、
議
員
の
活

動
の
活
性
化
と
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
市
に
と
り
ま
し
て
、
待
ち
望

ん
で
い
た
東
北
中
央
道
の
雄
勝
こ

ま
ち
Ｉ
Ｃ
以
南
の
計
画
段
階
評
価

の
手
続
き
が
開
始
さ
れ
、
新
規
事

業
化
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た

年
で
し
た
。
一
日
も
早
い
事
業
化

が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
の
地
熱
開
発
は

大
き
な
進
展
を
見
せ
て
お
り
、
当

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

待
望
久
し
い
市
役
所
新
庁
舎
が

ま
も
な
く
竣
工
し
、
三
月
に
は
開

庁
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
市

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
新
た
な
議

事
堂
と
な
り
、
効
率
的
な
議
場
配

置
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

議
員
間
の
自
由
討
議
に
よ
る
政
策

提
言
の
促
進
や
本
会
議
の
ネ
ッ
ト

配
信
な
ど
を
通
し
て
、
一
層
の
情

報
公
開
も
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
、
議
会
基
本
条
例
を
施

行
し
た
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
、
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湯沢の魅力、全国に発信

齊 藤 光 喜
市長

沢
の
魅
力
を
、
ま
る
ご
と
全
国
に

発
信
す
る
貴
重
な
機
会
と
捉
え
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
の
厳
し
さ
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
が
真
に
合

併
の
効
果
が
問
わ
れ
る
時
期
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
湯
沢
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
、
湯
沢

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
笑
顔
が
輝
き
、
希
望
に
満
ち
た

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

な
面
で
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
行
政

機
能
の
一
元
化
に
よ
る
効
果
を
最

大
限
発
揮
し
、
市
民
目
線
に
立
っ

た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
十
月
四

日
か
ら
本
県
で
「
第
二
十
九
回
国

民
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

国
民
文
化
祭
は
、
日
ご
ろ
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
い
る

個
人
や
団
体
が
、
全
国
各
地
か
ら

集
う
国
内
最
大
級
の
文
化
の
祭
典

で
あ
り
、
多
く
の
来
訪
者
が
見
込

ま
れ
ま
す
。本
市
に
お
い
て
も
、さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
が
、

併
せ
て
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
や
本

市
の
伝
統
、芸
術
文
化
、ま
た
、足

元
の
宝
で
あ
る
「
地
熱
」
な
ど
湯

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

の
優
勝
や
全
国
陸
上
競
技
大
会
へ

の
出
場
、
ま
た
、
音
楽
の
ま
ち
ゆ

ざ
わ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
合
唱
や
合

奏
部
門
に
お
い
て
も
多
く
の
児
童

・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
活
躍
が
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
は
平
成
の
大
合
併

に
よ
り
新
湯
沢
市
が
誕
生
し
て
十

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

三
月
末
に
は
、
い
よ
い
よ
市
役
所

新
庁
舎
が
開
庁
い
た
し
ま
す
。
新

庁
舎
で
の
業
務
開
始
は
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
を
生
か

し
て
各
種
課
題
を
克
服
し
て
い
く

た
め
の
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
庁
舎
機
能
の
分

散
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
、
ま
ず
は
皆
さ
ん
の
ご
多

幸
と
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
各
方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
支

援
を
賜
り
、
引
き
続
き
市
政
運
営

の
か
じ
取
り
役
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
新
年
を
迎
え
、
改
め
て
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
明
る
い
話
題
と
し
て
、

二
○
二
○
年
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が

五
十
六
年
ぶ
り
に
東
京
に
決
定
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の

小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
、
東
北



【
給
与
ソ
フ
ト
導
入
設
定
・

日
常
処
理
コ
ー
ス
】

・
講
習
期
間　

2
月
12
日
㈬
・
13
日
㈭

・
定　

員　

10
人

【
木
造
建
物
の
組
み
立
て
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習
】

・
講
習
期
間　

2
月
20
日
㈭
、
21
日
㈮

・
定　

員　

10
人　

【
歯
車
の
基
礎
講
習
】

・
講
習
期
間　

2
月
26
日
㈬
、
27
日
㈭

・
定　

員　

5
人

○
時　

間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

○
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

○
対　

象　

現
在
、
お
勤
め
し
て
い
る
人

○
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技
術

　

専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎
0
1
8

 

7
62
6
3
2
1
）
へ

○
と　

き　

1
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

　

後
2
時

○
と
こ
ろ　

県
立
農
業
科
学
館

○
内　

容　

自
然
素
材
を
使
っ
た
工
作

○
参
加
料　

無
料

○
対　

象　

幼
児
、小
学
生
と
親
子
・
家
族

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

1
月
10
日

　

㈮
午
後
5
時
ま
で
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

　

ス
に
て
、岩
城
少
年
自
然
の
家（
☎
0
1

 

8
4
74
2
0
1
1
、℻
同
2
0
1
2
）へ

　　

四
月
一
日
か
ら
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
の
税
率
が
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
総
額
表
示
義
務
に

つ
い
て
、
税
込
価
格
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ

な
い
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
税

込
価
格
に
よ
る
表
示
を
し
な
く
と
も
よ
い

と
す
る
特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
税
務
署
（
☎
73
5

 

1
0
0
）
へ

○
募
集
期
限　

1
月
31
日
㈮

○
募
集
人
数　

48
人
程
度

○
任　

期　

2
年（
4
月
〜
平
成
28
年
3
月
）

○
内　

容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
現

　

地
見
学
会
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

　

の
出
席
な
ど

※
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

東
北
森
林
管
理
局
企
画

　

調
整
課
林
政
推
進
係
（
☎
0
1
8
―
8

 

3
6
―
2
2
2
8
）
へ

○
募
集
種
目　

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・

　

技
能
）

○
資　

格　

一
般
▼
18
歳
以
上
34
歳
未
満
、

　

技
能
▼
18
歳
以
上
（
保
有
す
る
技
能
に

　

応
じ
53
歳
〜
55
歳
未
満
）

○
応
募
期
間　

1
月
9
日
㈭
〜
4
月
3
日

　

㈭
○
試
験
日　

4
月
14
日
㈪

※
詳
細
は
受
け
付
け
後
に
連
絡
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
横

　

手
地
域
事
務
所
（
☎
0
1
8
2
32
3
9

 

2
0
）
へ

○
と　

き　

1
月
19
日
㈰
午
前
9
時
30
分 

　

開
会
式

○
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

【
３
時
間
立
切
試
合
基
立
選
手
】

・
石い
し

川か
わ

俊と
し

春は
る

五
段
（
湯
沢
市
）

・
鷲わ
し

谷や

翼た
す
く

五
段
（
秋
田
市
）

・
伊い

藤と
う

雄ゆ
う

介す
け

錬
士
六
段
（
仙
台
市
）

・
佐さ

藤と
う

篤あ
つ

志し

六
段
（
福
島
市
）

【
女
子
の
部
２
時
間
立
切
試
合
基
立
選
手
】

・
佐さ

藤と
う

美み

歩ほ

五
段
（
湯
沢
市
）

・
塚つ
か

本も
と

久く

美み

錬
士
六
段
（
花
巻
市
）

○
問
い
合
わ
せ　

大
会
実
行
委
員
会
委
員

　

長
加
賀
谷
（
☎
72
3
0
2
1
）
へ

○
と　

き　

1
月
12
日
㈰

【
午
前
10
時
〜
正
午
】

・
と
こ
ろ　

体
育
セ
ン
タ
ー

・
内　

容　

都つ

並な
み

敏さ
と

史し

さ
ん
（
元
日
本
代

　

表
）
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室

【
午
後
3
時
〜
4
時
】

・
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

・
内　

容　

記
念
講
演
会
（
講
師
＝
都
並

　

敏
史
さ
ん
）

○
見　

学　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

ア
ー
ク
ト
ゥ
リ
ー
サ
ン

　

ロ
ー
ド
店

　
（
☎
56
6
0

 

8
0
）
へ
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ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

第
35
回
３
時
間
立
切
試
合
／

第
15
回
女
子
の
部
２
時
間

立
切
試
合

平
成
26
・
27
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

自
衛
官
募
集

湯
沢
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

創
立
20
周
年
記
念
事
業

貝
殻
工
作
を
楽
し
も
う

in 

農
業
科
学
館

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　

第
二
次
い
き
い
き
湯
沢
21
計
画（
案
）に

つ
い
て
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

○
公
表
期
間　

1
月
15
日
㈬
〜
2
月
3
日

　

㈪
○
公
表
方
法　

掲
載
＝
①
広
報
ゆ
ざ
わ
1

　

月
15
日
号
②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
閲
覧

　

＝
①
健
康
対
策
課
②
各
総
合
支
所

○
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
（
☎
73
2

 

1
1
1
内
線
1
3
1
･
1
3
4
）
へ

【
松
浦
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
52
年

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
三
千
七
百
円
〜
二
万
四

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
稲
庭
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
63
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
五
千
円
〜
二
万
二
千
三

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
国
見
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
63
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
五
千
四
百
円
〜
二
万
二

　

千
九
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

○
募
集
期
間　

1
月
6
日
㈪
〜
16
日
㈭

　
（
受
け
付
け
は
、午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

　

課
建
築
住
宅
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線

 

5
4
1
･
5
4
2
）
へ

　

初
春
に
ふ
さ
わ
し
い
演
目
で
新
年
を
祝

う
舞
台
を
開
催
し
ま
す
。

　

温
か
い
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

1
月
4
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

　

午
○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
文
化
会
館
（
☎
72

　

2
1
2
1
）
へ

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

1
月
15
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

　

時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
三
階
会
議
室

○
演　

題　
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

　

革
に
つ
い
て
」、「
最
近
の
金
融
犯
罪
手

　

口
に
つ
い
て
」　

○
講　

師　

秋
田
財
務
事
務
所
職
員

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ　

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
っ
て
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
人
の
生
活
支
援
や
財
産
の
管
理
を
行
う

成
年
後
見
制
度
。

　

こ
の
制
度
を
上
手
に
使
っ
て
、
住
み
慣

れ
た
自
宅
、
地
域
で
暮
ら
す
人
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
聞
き
た
い
こ

と
や
、
実
際
に
使
い
た
い
が
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
よ
い
か
な
ど
、
司
法
書
士
や
社
会

福
祉
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
と　

き　

1
月
28
日
㈫
午
前
10
時
〜
正 

　

午
○
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

○
相
談
料　

無
料

○
申
し
込
み　

当
日
に
会
場
に
て
受
け
付

　

け　
○
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
2
6
1
〜

 

2
6
4
）
へ

　

昨
年
の
十
二
月
下
旬
に
「
平
成
二
十
六

年
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
」
を
該
当
農
家
世
帯
に
送
付
し
て
い

ま
す
。

　

提
出
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
を
紛
失
し
た
人
に
は
再

発
行
を
し
ま
す
の
で
、
左
記
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限　

1
月
10
日
㈮

○
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局 

　
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
5
2
1
〜
5
2

 

4
）
へ

第
二
次
い
き
い
き
湯
沢
21

計
画（
案
）の
公
表
に
つ
い
て

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

成
年
後
見
市
民
相
談
会

2014.01.01
4

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

湯
沢
文
化
会
館
お
正
月
企
画

 

「
新
春
を
寿こ

と
ほ

ぐ
」



　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
第

一
学
期
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、

歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
一
科

目
か
ら
学
べ
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
教
養
学
部
】

　

①
大
学
卒
業
を
目
指
す
全
科
履
修
生　

　

②
短
期
間
の
在
学
で
好
き
な
科
目
を
学

　
　

習
す
る
選
科
履
修
生
、
科
目
履
修
生

【
大
学
院
】

　

高
度
で
専
門
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得

　

を
目
指
し
、
企
業
・
自
治
体
職
員
の
研

　

修
に
適
し
て
い
ま
す

　

①
１
年
間
在
学
の
修
士
選
科
生

　

②
半
年
間
在
学
の
修
士
科
目
生　
　

○
募
集
期
限　

2
月
28
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
秋
田
学
習
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
0
1
8
―
8
3
1
―
1
9

 

9
7
）
へ

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

求
職
者
の
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
と
　
き　

2
月
6
日
㈭
午
後
1
時
30

　

分
〜
4
時（
午
後
1
時
か
ら
受
け
付
け
）

○
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
2
階

○
内
　
容　

企
業
採
用
担
当
者
に
よ
る

　

個
別
ま
た
は
集
団
面
接
方
式
の
採
用

　

選
考

○
対
　
象

•
求
職
者

　

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
管
内
お
よ
び

　
　

そ
の
周
辺
に
就
業
希
望
の
人

　

②
地
元
秋
田
へ
の
Ａ
タ
ー
ン
就
職
を

　
　

希
望
し
て
い
る
人

　

③
学
校
卒
業
予
定
者
（
大
学
院
、
大

　
　

学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
、
高
等

　
　

学
校
）

※

高
等
学
校
以
外
は
平
成
二
十
五
年
度

（
平
成
二
十
六
年
三
月
）お
よ
び
二
十
六

年
度（
平
成
二
十
七
年
三
月
）卒
業
予
定

者

•
事
業
所

　

①
県
内
に
就
業
場
所
が
あ
る
事
業
所

○
申
し
込
み　

参
加
を
希
望
す
る
事
業

　

所
は
、
1
月
31
日
㈮
ま
で
、「
参
加
申

　

込
書
」
と
「
事
業
所
Ｐ
Ｒ
」（
様
式
は
、

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
可
能
）
を
、
左
記
へ
郵
送
ま
た

　

は
フ
ァ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

○
問
い
合
わ
せ　

ま
る
ご
と
売
る
課
商

　

工
労
政
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
6

 

2
2
、
℻
79
5
0
5
7
）
へ

〜
求
職
者
の
地
元
へ
の
就
職
、

　
　
　
　
地
元
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
し
ま
す
〜

「
合
同
就
職
面
接
会
」
開
催

「
合
同
就
職
面
接
会
」
開
催

「
合
同
就
職
面
接
会
」
開
催

2014.01.01
7

２
０
１
４

 

湯
沢
の
冬
ま
つ
り

２
０
１
４

 

湯
沢
の
冬
ま
つ
り

【第32回雄勝の雪まつり】
○と　き　2月8日㈯
○ところ　道の駅おがち裏側の特設会場
○問い合わせ　湯沢市雄勝観光協会（☎52‒2200）へ

【犬っこまつり】
○と　き　2月8日㈯、9日㈰
○ところ　主会場（ＪＲ湯沢駅前広場）、
　　　　　まちなか会場（大丈跡地）
○問い合わせ　犬っこまつり実行委員会
　　　　　　　（湯沢市観光物産協会内☎73‒0415）へ

【秋の宮温泉郷
　　　灯幻郷冬物語　第16回かだる雪まつり】
○と　き　2月15日㈯、16日㈰
○ところ　旧秋ノ宮スキー場
○問い合わせ　かだる雪まつり実行委員会
　　　　　　　（秋の宮山荘内☎56‒2400）へ

【小安峡冬まつり】
○と　き　2月22日㈯
○ところ　とことん山スキー場
○問い合わせ　（一社）湯沢市観光物産協会皆瀬事務所
　　　　　　　（☎47‒5080）へ

○
と　

き　

1
月
15
日
㈬
、
2
月
19
日
㈬
、

　

3
月
19
日
㈬
／
午
後
5
時
15
分
〜
6
時

　

30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

○
内　

容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登

　

記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

○
定　

員　

各
回
4
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

　

タ
ー
湯
沢
予
約
専
用
電
話
（
☎
0
1
8

 

―
8
2
4
―
0
0
5
5
）
へ

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
0
1
8
―
8
2
4
―
0
1
8
7
）へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
と　

き　

1
月
26
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

　

午
○
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
署
3
階

　

会
議
室

○
受
講
料　

無
料

○
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

　

広
域
消
防
署
救
急
係（
☎
73
3
1
5
1
）へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
と　

き　

2
月
1
日
㈯
午
後
1
時
30
分

　

〜
4
時

○
と
こ
ろ　

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ

　
（
秋
田
市
）

○
内　

容　

求
人
事
業
者
と
の
個
別
面
談

　

コ
ー
ナ
ー
、求
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
、適
正

　

診
断
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、福

　

祉
の
仕
事
相
談
・
求
職
登
録
コ
ー
ナ
ー

○
対　

象　

求
職
者
、
福
祉
の
仕
事
に
関

　

心
が
あ
る
人

※
4
年
生
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校

の
学
生
は
、
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議

　

会（
☎
0
1
8
―
8
6
4
―
2
8
8
0
）

　

へ
○
と　

き　

2
月
12
日
㈬
〜
5
月
9
日
㈮

　

／
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
50
分

○
と
こ
ろ　

㈱
し
す
て
む
工
房（
横
手
市
）

○
内　

容　

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト

　

の
基
礎
操
作
な
ど

○
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

○
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

　

込
み
を
し
て
い
る
人

○
定　

員　

15
人（
面
接
な
ど
に
よ
り
選
考
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

1
月
17
日

　

㈮
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
（
☎
73

　

6
1
1
7
）
へ

　

国
民
年
金
基
金
制
度
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
上
積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行
う
、

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

年
金
額
を
自
分
で
設
計
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
掛
け
金
は
全
額
「
社
会
保
険
料
控

除
」
の
対
象
と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
に

も
「
公
的
年
金
等
控
除
」
が
あ
る
な
ど
、

税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
対　

象　

次
の
条
件
を
満
た
し
た
人
が

　

加
入
で
き
ま
す

　

①
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で
、

　
　

保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

　

②
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
国
民

　
　

年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
人

　

③
秋
田
県
内
に
住
民
票
が
あ
る
人

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
国
民
年
金
基
金

　
（
薛
0
1
2
0
65ろ

ー
ご

4よ
1い
9く
2に
、
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.akita 

　

-kikin.or.jp/

）
へ

○
と　

き　

3
月
26
日
㈬
〜
4
月
6
日
㈰

※
事
業
に
よ
り
日
数
は
異
な
り
ま
す
。

○
派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー

　

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

○
内　

容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン 

　

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英

　

語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

○
参
加
料　

二
十
九
万
八
千
円
〜
四
十
三

　

万
八
千
円

○
対　

象　

小
学
校
3
年
生
〜
高
校
3
年
生

○
定　

員　

15
〜
25
人
（
各
派
遣
先
に
よ

　

り
人
数
が
異
な
り
ま
す
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

2
月
3
日

　

㈪
ま
で
、
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
☎ 

 

0
3
―
6
4
1
7
―
9
7
2
1
、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.ks

　

kk.or.jp

）
へ

　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
署
で
は
、「
防
火
の

日
」
に
ち
な
み
、
一
月
十
日
か
ら
毎
月
十

日
の
朝
七
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村

　

圏
組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
73
3
1

 

6
8
）
へ

司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
湯
沢

無
料
相
談
会

平
成
25
年
度

第
２
回
福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

普
通
救
命
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
募
集

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

毎
月
10
日
は｢

防
火
の
日
」

求
職
者
支
援
訓
練

「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科
」

受
講
者
募
集
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市
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
に
東

京
都
港
区
と
「
間
伐
材
を
始
め
と
し
た
国
産

材
の
活
用
促
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、

「
み
な
と
モ
デ
ル
二
酸
化
炭
素
固
定
認
証
制

度
」（
以
下
み
な
と
モ
デ
ル
制
度
）
の
下
で
、

市
産
材
を
港
区
へ
供
給
し
ま
す
。

　

み
な
と
モ
デ
ル
制
度
と
は
、
港
区
内
の
建

築
物
な
ど
に
国
産
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

港
区
内
の
二
酸
化
炭
素
固
定
量
の
増
加
と
協

定
自
治
体
の
森
林
整
備
の
促
進
に
よ
る
二
酸

化
炭
素
吸
収
量
の
増
加
を
図
り
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制

度
で
す
。

　

市
で
は
、
み
な
と
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
産

材
を
供
給
す
る
事
業
者
（
登
録
事
業
者
）
を

募
集
し
ま
す
。

■
登
録
事
業
者
の
条
件

　

①
協
定
木
材
を
他
の
木
材
と
分
別
し
て
加

　
　

工・出
荷
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と

　

②
協
定
木
材
の
取
り
扱
い
実
績
を
1
年
に

　
　

1
回
、
市
に
提
出
す
る
こ
と

　

③
協
定
木
材
製
品
を
出
荷
す
る
際
、
納
品

　
　

書
に
下
記
の
ｕ
ｎ
ｉ
4
ｍ
マ
ー
ク（
ユ
ニ

　
　

フ
ォ
ー
ム
マ
ー
ク
）を
付
記
す
る
こ
と

●
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い

■
説
明
会
の
開
催

•
と　

き　

1
月
30
日
㈭
午
前
9
時　

•
と
こ
ろ　

岩
崎
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン

　

タ
ー
和
室

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
林
務
班
（
☎
78
1
1
7
2
）
へ

※

植
物
や
一
部
の
微
生
物
が
空
気
中
か
ら
取

り
込
ん
だ
二
酸
化
炭
素
を
炭
素
化
合
物
と
し

て
留
め
て
お
く
機
能
の
こ
と
。

※

登
録
事
業
者
募
集
と
説
明
会
開
催

登
録
事
業
者
募
集
と
説
明
会
開
催

登
録
事
業
者
募
集
と
説
明
会
開
催

松　田　勝　郎
まつ だ かつ ろう

さん （岩　崎）

おめでとうございます　100歳長寿

　11月15日、100歳の誕生日を迎えた松田さんの自宅を
新山豊長寿福祉課長が訪問し、祝い状とお祝い金を手
渡しました。
　松田さんは、100歳になって 「さまざまなことがあっ
たが、よくここまで生きてこられた。これからも頑張っ
て長生きしていきたい」 と話していました。
　また、長寿の秘訣について 「米作りに精を出し、一
生懸命働いて、体を動かしてきたことと、きちんと食
事を取り、規則正しい生活を送っていること」 と娘さ
んが話してくれました。

▲祝い状を受ける松田さん

ひ けつ

にい やまゆたか

2014.01.01
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東
京
都
港
区
で
の

　
　
　   

湯
沢
市
産
材
利
用
推
進
へ

東
京
都
港
区
で
の

　
　
　   

湯
沢
市
産
材
利
用
推
進
へ

功労・功績をたたえて
平成２５年度全国防犯功労者表彰

防
犯
栄
誉
銅
章

水
口
五
助
さ
ん
（
70
）

【
外
前
森
第
3
】

み
ず
ぐ
ち
　
　
　

ご
す
け

昭
和
五
十
六
年
か
ら
防
犯
指
導
隊
員

と
し
て
活
動
。
ま
た
、
湯
沢
市
防
犯

協
会
湯
沢
第
六
支
部
長
を
務
め
、
登

下
校
時
の
見
守
り
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
、
意
欲
的
に
防
犯
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

防
犯
栄
誉
銀
章

佐
貫
鐵
夫
さ
ん
（
73
）

【
田
町
第
3
】

さ
ぬ
き
　
　
　
て
つ
お

昭
和
五
十
六
年
か
ら
防
犯
指
導
隊
長

の
任
命
を
受
け
、
現
在
ま
で
三
十
年

間
に
わ
た
り
防
犯
活
動
に
尽
力
。
ま

た
、
湯
沢
市
防
犯
協
会
副
会
長
を
務

め
る
な
ど
、
地
域
防
犯
活
動
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
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（注）・貸借対照表、行政コスト計算書、資金収支計
　　　算書および純資産変動計算書は、総務省方式
　　　改訂モデルにのっとって作成しています。
　　・市全体の会計とは、財産区特別会計を除いた
　　　すべての会計が対象。なお、会計間の繰り出
　　　し、繰り入れなどは相殺消去しています。

①市民１人当たりの資産と負債・・・貸借対照表を１人当たりに換算
　すると、資産が２９７万９千円、負債が１１６万５千円となっています。
②社会資本形成の世代間負担の状況・・・道路や公共施設、上下水道
　施設などの社会資本に対するこれまでの世代による負担は約７割、
　将来世代による負担が約３割となっています。

　人的サービスや給付サービスなどの資産形成につ
ながらない行政サービスの活動実績を、コストとい
う側面から把握したものです。２４年度の1年間のコ
ストの総額は３４７億９千万円となります。

経常行政コスト（Ａ）　　　　　　３４７億９千万円
【内訳】
・人にかかるコスト　　　　　　　　　　５１億３千万円
　職員の給与・退職手当など
・物にかかるコスト　　　　　　　　　　８７億６千万円
　物品購入、光熱水費、施設等の修繕費、減価償却費など
・移転支出的なコスト　　　　　　　　　１９５億５千万円
　社会保障給付費、各種団体への負担金・補助金など
・その他のコスト　　　　　　　　　　　１３億５千万円
　借入金（市債）の利子など

経常収益（Ｂ）　　　　　　　　　　８２億９千万円
　行政サービスの受益者が直接負担する施設使用料や保険 
　料、上下水道料金など

純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ）　　　　　　２６５億円
　経常行政コストから経常収益を差し引いた純粋な行政コスト

行政コスト計算書

　純資産（正味の資産）が１年間にどのように増減し
たかを示しています。２４年度の純資産は、２３年度より
８億２千万円増加しています。

期首（２３年度末）純資産残高　　　　９０５億９千万円

当期変動高　　　　　　　　　　 　８億２千万円
【内訳】純経常行政コスト　　　　　　△２６５億円
　　　　一般財源・補助金等　　　２７２億８千万円
　　　　臨時損益等　　　　　　　　　　４千万円

期末（２４年度末）純資産残高　　　　 ９１４億１千万円

＋

＝

純資産変動計算書

　1年間の現金の収入（歳入）と支出（歳出）が、どのよ
うな理由で増減しているかを性質別に区分して整理し
たものです。経常的収支の黒字分を公共資産整備支出
や主に借入金（市債）の返済である財務的支出に充てて
いるということが分かります。

資金収支計算書

期首（２３年度末）資金残高　　　　　　６７億８千万円

当期収支　　　　　　　　　　　　　４億５千万円
【内訳】経常的収支　　　　　　　　５５億９千万円
　　　　公共資産整備収支　　　　△１０億４千万円
　　　　投資・財務的収支　　　　　　　　　　　△４１億円

期末（２４年度末）資金残高　 　　　　　７２億３千万円

＋

＝

　これまでの行政活動によって形成された建物や土地
などの資産と、その資産を形成するために要した負債や
財源がどのくらいあるかを示したものです。資産・負債
・純資産の三つの要素から構成されています。

【負債の部】
 合計　　　　５８７億２千万円
　借入金（市債）や将来の職員
　の退職金など、将来世代の
　負担で返済していく債務

【純資産の部】
 合計　　　　９１４億１千万円
　現世代がすでに負担して支
　払いが済んでいる正味の資
　産

負債・純資産合計
　　　　   １，５０１億３千万円

【資産の部】
公共資産   １，３６３億６千万円
　道路、学校、上下水道、公共
　施設等の有形固定資産など
投資等　　　 ６４億３千万円
　基金、出資金、長期延滞債
　権など
流動資産　　 ７３億４千万円
　資金（現金・財政調整基金
　ほか）、未収金など
（うち資金：７２億３千万円）

資産合計   １，５０１億３千万円

貸借対照表

市全体の会計の財務書類４表から見た資産と負債の状況

新地方公会計制度に基づく
　市の財政状況をより詳しく知っていただくため、発生主義・
複式簿記の考え方を取り入れた新地方公会計制度に基づく財務
書類４表として「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産
変動計算書」、「資金収支計算書」を作成し公表しています。
　今回、平成２４年度決算に基づく「普通会計」と「市全体の会計」、
さらに市全体の会計に公社・第三セクターなどを含めた「連結
会計」の財務書類４表を作成しました。このうち、「市全体の会
計」の財務書類４表の要旨をお知らせします。なお、詳細につ
いては市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

財務書類４表を
　　公表します
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ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎４２－５８１１　FAX４２－2670

第３期
生涯スポーツ教室

　初級者から上級者、子どもから大人まで幅広くご利用いただけます。皆
さまのご来場を心よりお待ちしています。
※１月中旬から2月上旬の平日は、小・中学校、高校などのスキー教室で
混み合いますので、ご了承ください。

湯沢 スキー場 ☎72‒1459
○初級者～中級者向け（アンヴァーリフト2基）
○営業時間　午前10時～午後4時（定休日：毎週水曜日）
○利用券　　　１日券：一般1,000円　小・中学生500円
　　　　　　　半日券：一般  600円　小・中学生300円
　　　　　　　11回券：300円
○最終営業日　2月28日㈮ 

稲川 スキー場 ☎42‒4185
○初級者～中級者向け（ペアリフト１基、アンヴァーリフト１基）
○日中営業時間　午前9時～午後4時
　（１・2月は毎日営業、3月は土・日曜日のみ営業）
○ナイター営業時間　午後5時30分～9時（火～土曜日に営業）
※ナイター営業は、１月4日㈯から開始します。
○利用券　共通１日券：一般 2,000円　小・中学生1,000円
　　　　　　　半日券：一般 1,300円　小・中学生  700円
　　　　　ナイター券：一般 1,500円　小・中学生  800円
　　午後＆ナイター券：一般 2,000円　小・中学生1,000円
　ナイターシーズン券：一般13,000円　小・中学生7,000円
○最終営業日　3月13日㈭

　誰でも気軽に楽しめるレクリエーショ
ンスポーツを通じて、心も体もリフレッ
シュしましょう。

○と　き
　１月の第3・4月曜日、2月の第2・
　4月曜日、3月第１・2月曜日／
　午後１時30分～3時30分
○ところ
　総合体育館
○種　目
　ファミリーバドミントン、ビニールバ
　レーボールなど
○講　師
　三浦敬樹さん（健康運動指導士）
○対　象
　市内在住の18歳以上の人（高校生を除
　く）
○定　員
　30人（先着順）
○参加料
　全6回で1,000円（保険料含む）
○申し込み
　参加料と印鑑をお持ちの上、総合体育
　館（☎72-6500）へ

小安 温泉スキー場 ☎47‒5241
○初級者～上級者向け（ペアリフト１基、ロープトウ１基）
○営業時間　午前9時～午後4時30分（定休日：なし）
※2・3月の平日は、午後0時30分から4時30分までの営業になります。
○利用券　共通１日券：2,100円　小・中学生1,300円
　　　　　　　半日券：1,400円　小・中学生  800円
○最終営業日　3月2日㈰

湯沢市スキー場情報

共通シーズン券好評販売中！共通シーズン券好評販売中！
　湯沢・稲川・小安温泉スキー場において利用可能なシーズン券を販売し
ています。なお、稲川スキー場については、ナイター営業も含みます。

※湯沢市共通シーズン券を秋田・岩手両県内の連携スキー場で提示すると、
１日券が割り引きになります。なお、一部のスキー場では、この相互割引制
度に加入していないところもあります。

■料　金　一般20,000円　小・中学生10,000円
■販売場所　市内各スキー場
■購入に必要なもの　顔写真2枚（縦4.5㎝×横3.5㎝〈パスポートサイズ〉）、
　上記の料金、申請書（各スキー場に備えています）

み　うら けい　き

開催中元日は、
休まず

営業しま
す!!

市のホームページにもスポーツ
イベント情報を掲載しています

トップページ
↓

イベント情報
↓

スポーツイベント

湯

雄
湯

雄

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

空のふしぎ図鑑　見上げてごらん!
にっぽん発見!マップ
なんてだじゃれなお正月
ひつじのショーンおはなし・ちいくあそび

「ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。」

武田　康男
小　学　館
石崎　洋司
岩 崎 書 店

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

皆
皆

百人一首への招待 スワンプランディア!

　恋の歌あり、四季の歌あり、わ
ずか百首に凝縮された古人の思い
…。王朝歴史絵巻の世界に浸り、
小野小町の歌を詠んでみませんか。
美術的評価が高い 「光琳かるた」
などの絵画を交えた解説もあり、
成立期の時代背景や選歌基準にま
つわる謎にも迫ります。

　ファンタジックで感動的、奇想
天外で繊細。新聞書評で百万人に
一人の才能とも絶賛されたアメリ
カの若い作家の長編第一作目。家
族経営のワニ園スワンプランディ
アは、ママの死から経営危機、家
族の離散を迎える。困難をのり越
え再会を果たす感動作です。

吉海　直人／監修 カレン・ラッセル／著

郷土菓子

「しなやかな血管」で若返る!

83歳の女子高生球児

黒警

平　凡　社

池谷　敏郎

上中別府チエ

月村　了衛

湯

湯

雄
稲

稲

皆

新着図書案内

雄

一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

　図書館についての情報を提供し、今まで以上にご利用いただくため
の新コーナーです。第1回は湯沢図書館についてお知らせします。
　場所は、佐竹南家の郷校があった所で歴史的価値があるといえます
が、日中は一方通行になっており、電話では場所の説明が難しいとこ
ろです。（地図参照）
　当館前の道路は、午前7時から午後7時までの間、一方通行ですの
で、逆走しないようご注意ください。
　館長はじめ10人の職員が、皆さんのご来館、図書資料のご利用など
をお待ちしています。

知ってる！? 図書館情報

11月の特集・イベント月の特集・イベント11月の特集・イベント月の特集・イベント1月の特集・イベント

月1

そろそろ新酒もできるころです。
地場産業でもある「お酒」についての特集です。

いよいよ冬本番。「冬」、「雪」についての特集です。

と　き：1月25日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室   

と　き：1月18日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

今月のおはなし会はお休みです。
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

みんなの森おはなし会みんなの森おはなし会みんなの森おはなし会

11月から開館時間が『午前9時から午後5時まで』に
変更になりました。ご理解とご協力をお願いします。

一　般一　般「お酒特集お酒特集」

児　童児　童「冬を楽しもう冬を楽しもう!」

おはなしの会おはなしの会「ひまわりひまわり」によるおはなし会によるおはなし会

児　童児　童「子どもは新鮮！大人は懐かしい！昔の遊び特集子どもは新鮮！大人は懐かしい！昔の遊び特集」
一　般「お酒特集」

児　童「冬を楽しもう!」

おはなしの会「ひまわり」によるおはなし会

児　童「子どもは新鮮！大人は懐かしい！昔の遊び特集」

●最上電機

●分庁舎
渡部医院
● 八幡神社

●生涯学習センター
●商工会館

湯沢●
市役所

大丸●

●
田中医院

〒012-0841 湯沢市内舘町27
ＴＥＬ 73-3040
ＦＡＸ 72-6414

湯沢市立
湯沢図書館

　　湯沢医院
●

北都銀行●

ビックフレック●
湯沢駅

パッ
ケ
ー
ジ

プ
ラ
ザ 

●

国　道　13　号

旧　　国　　道

一方通行

湯沢図書館

開館時間変更のお知らせ開館時間変更のお知らせ開館時間変更のお知らせ

11
2014.01.01

至
山
田

一　般一　般「新春　新春　時代・歴史小説ＳＨＯＷ時代・歴史小説ＳＨＯＷ」一　般「新春　時代・歴史小説ＳＨＯＷ」



12月15日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

11.30
12. 1
12. 1
12. 1
12. 1
12. 2
12. 3
12. 3
12. 3
12. 4
12. 4
12. 4
12. 5
12.10
12.11
12.11
12.11
12.12
12.14

90
86
64
88
89
97
77
91
52
90
74
87
92
68
87
87
91
51
86

宇 留 院 内
清水町第４の２
寺　沢　下
深 堀 ３ 区
水　上　下
中屋敷（高松）
両　　　神
さつき町第１
南新町第２
松　　　浦
寺　沢　中
さつき町第３
清　影　町
杉沢裏第１
金　　　谷
中屋敷（高松）
下 二 井 田
千石町第１
横　　　上

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

中　　　央
常　盤　町
桂　　　川
上　谷　地
小 町 の 里

86
96
89
67
53

11.29
12. 6
12. 8
12. 9
12.11

春　子
喜　重
昌　夫
本　人
妙　子

菅　　運四郎さん
髙 橋　マ キさん
鈴 木 信太郎さん
髙 橋 正太郎さん
奥 山　　 聡さん

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

岩　　　城
大　　　谷
菻　　　田
健　寿　苑
横　小　路
久　保　６

83
85
88
92
96
80

12. 4
12. 7
12.10
12.14
12.14
12.15

昌　浩
秀　平
髙

本　人
忠　幸
本　人

阿 部　ノ ブさん
齊 藤　伊 平さん
折 原　ト モさん
阿 部　久 藏さん
佐 藤　　 貞さん
髙 橋　コ トさん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

小　　　安8612.13 克　則阿 部 タミヱさん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ゆうと

もとはる

　　　みなと

　　　あおい

る　か

けいすけ

伊 藤　結 人くん

宇佐美 元 悠くん

木 村　　 湊くん

藤 原　　 葵ちゃん

佐 藤　瑠 香ちゃん

川 村　圭 裕くん

11.26

11.30

12. 2

12. 3

12. 3

12. 7

新 山 田 西

杉沢裏第１

西新町第２

松並表通り

清水町第５

内前森第２

洋一さん・明菜さん

丈明さん・希美さん

豊さん・愛さん

佑太さん・亜莉紗さん

慎吾さん・亜矢子さん

裕也さん・美子さん

2014.01.01
12

健　爾
重　光
大　介
本　人
本　人
肇
隆　夫
本　人
銀　藏
四　郎
冨士雄
本　人
惠　一
利　夫
健太郎
雅　仁
ミ　ヤ
貴美子
ミヱ子

12月15日届け出分まで

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

やまと

てるま

遠 藤　大 翔くん

佐 藤　照 真くん

11.27

12. 9

御　嶽　堂

梺　　　２

城司さん・貴美子さん

和慶さん・幸恵さん

髙 橋　ヤ ヱさん
臥 田　チ ヱさん
井 上 千代志さん
佐 藤　順 助さん
佐々木久右衛門さん
次 藤　由 藏さん
月 田　景 子さん
佐々木 す いさん
江 村　清 己さん
山 田 キミヨさん
藤 原　京 子さん
三 鍋　榮 治さん
小田嶋　　恭さん
齋 藤　孝 子さん
小 野　ト ヨさん
佐 藤　孝 一さん
樋 渡　キ ヨさん
菅 　　和 弘さん
佐 藤　貞 治さん

○湯沢図書館休館日　○休日急患診療（☎732093）

●歳末助け合い慈善バスケットボール大会〔総合体育館〕

1

2
3

4
5

6

7

8

9
１０
11
12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎425811）へ

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

2014.01.01
13

2
月

　

　

　

　

　

　

●カンガルースクール（稲川スキー場）

●市民総体綱引選手権大会〔総合体育館〕

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕

●郡市小学生サッカークリニック

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕

●剣道３時間立切試合〔総合体育館〕

－みんなの財産をみんなで守りましょう－

1月26日は「文化財防火デー「文化財防火デー」ですです「文化財防火デー」です

月月1

○ほっと館休館日
○雄勝図書館休館日

○ほっと館休館日
○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

○ほっと館休館日
○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○ほっと館休館日
○雄勝図書館休館日

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　木村歯科医院（湯沢／☎721120／
　午前９時～正午）

○湯沢図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　田中歯科医院（湯沢／☎732314／
　午前９時～正午）

○祝祭日救急歯科診療　小番歯科医院（湯沢／☎732647／
　午前９時～正午）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○なかよし広場〔湯沢保育所〕午前１０時～１１時３０分／保育所開放

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／てづくりおやつ

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ2才以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・正月あそび

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ0、1才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・正月あそび

お問い合わせは
税務課納税班

納税は簡単で便利な口座振替をご利用ください
（☎73-2111　内線241・242）へ

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成25年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間
午前１０時～正午
午前１０時～正午
午前１０時～正午
午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
はあとぴあ第１研修ルーム
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

１月15日㈬

○問い合わせ
　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または
　市健康対策課予防衛生班（☎73‒2111内線131~133）へ

全血

アキオ製靴㈱湯沢工場

湯 沢 郵 便 局

医療法人仁恵会佐藤病院

31日㈮

全血

イオンスーパーセンター湯沢店

湯沢ロイヤルホテル

複合施設  ぱあとなあ

サン・グリーンゆざわ

雄勝地域振興局

種類実施時間実 施 場 所日にち

31日㈮

７日㈫

１１：３０～１２：００

１３：４０～１４：２０

１５：００～１５：４０

種類実施時間実 施 場 所日にち
１月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！

○ほっと館休館日　○湯沢図書館休館日（～4日）
○雄勝図書館休館日（～4日）　○祝祭日救急歯科診療　大山
　歯科医院（湯沢／☎724222／午前９時～正午）
●第32回元旦ランニングの集い（市役所前発着）
●各体育施設休館日（～3日まで）

１０：００～１１：１０

１３：００～１３：３０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：００

　９：００～１０：４０



　
「
立
ち
切
り
」
と
は
、
山
岡
鉄
舟
道
場
で
行
わ
れ

た
荒
稽
古
で
、
最
長
で
七
日
間
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で

延
べ
千
回
を
超
え
る
試
合
を
行
う
過
酷
な
も
の
。
現

在
で
は
、
量
で
は
及
ば
な
く
て
も
そ
の
精
神
を
学
ぼ

う
と
、
全
国
各
地
の
道
場
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
湯
沢
市
雄
勝

郡
剣
道
連
盟
が
若
手
剣
士
・
指
導
者
の
育
成
を
目
的

に
「
三
時
間
立
切
試
合
」
を
開
催
。
平
成
十
二
年
か

ら
は
「
女
子
の
部
二
時
間
立
切
試
合
」
も
始
ま
り
、

県
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
歴
史
あ
る
立
切
試
合
で
、今
年
の
基
立
選
手（
終

了
ま
で
挑
戦
者
と
休
み
な
く
試
合
を
行
う
選
手
）
を

務
め
る
の
が
石
川
俊
春
さ
ん
と
佐
藤
美
歩
さ
ん
で
す
。

　

と
も
に
湯
沢
東
小
学
校
、
湯
沢
北
中
学
校
と
剣
道

部
に
所
属
。
年
代
は
異
な
っ
て
も
同
じ
道
を
歩
み
、

剣
道
に
打
ち
込
ん
で
き
た
先
輩
・
後
輩
の
間
柄
で
す
。

　

石
川
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、
東
京
に
就
職
。
結

婚
を
機
に
湯
沢
に
戻
り
ま
す
が
、
高
校
を
卒
業
し
て

か
ら
十
三
年
間
、
剣
道
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

再
び
剣
道
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

石
川
さ
ん
の
長
男
が
剣
道
を
始
め
た
こ
と
。
そ
し
て

母
校
に
指
導
者
と
し
て
出
向
く
よ
う
に
な
る
な
ど
、

剣
道
と
の
縁
を
強
く
感
じ
た
こ
と
が
今
回
の
基
立
選

手
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
以
前
か
ら
基
立
選
手
に
と
の
話
は
あ
り
ま
し
た

が
、
体
力
的
に
自
信
が
な
く
断
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
子
ど
も
が
剣
道
を
始
め
、
改
め
て
剣
道
と
の

縁
を
感
じ
、
で
き
る
範
囲
で
精
一
杯
の
こ
と
を
し
て
、

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
や
先
輩
、
仲
間
に
恩
返
し
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
大
学
で
も
剣
道
部
に
所
属
。
湯
沢
に

戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、
講
師
と
し
て
市
内
中
学
校
に

勤
務
し
、
剣
道
部
の
担
当
を
務
め
た
ほ
か
、
女
子
の

部
の
立
切
試
合
に
挑
戦
者
と
し
て
出
場
す
る
な
ど
、

剣
道
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

基
立
選
手
に
は
、
自
ら
立
候
補
し
た
と
い
う
佐
藤

さ
ん
。「
生
ま
れ
る
前
か
ら
あ
っ
て
、
剣
道
を
始
め

て
か
ら
は
ず
っ
と
見
て
い
た
試
合
。
い
つ
か
は
自
分

も
基
立
選
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
剣
道
部
の
担
当
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
接
し
、

改
め
て
自
分
と
剣
道
を
見
直
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
っ
て
手
を
挙
げ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

試
合
に
向
け
て
石
川
さ
ん
は
「
不
安
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
試
合
で
は
勝
率
・
勝
敗
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
に
自
分
の
背
中
を
、
後
ろ
に
下
が
ら
な
い
、

逃
げ
な
い
姿
を
見
せ
た
い
」、
佐
藤
さ
ん
は
「
み
っ

と
も
な
い
姿
で
も
、
一
生
懸
命
向
か
っ
て
い
く
姿
を

見
て
も
ら
え
た
ら
。
恩
師
や
仲
間
に
、
あ
の
選
手
が

教
え
子
だ
よ
、
仲
間
だ
よ
と
胸
を
張
っ
て
も
ら
え
る

試
合
を
し
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ひ　　と

第　

　　

回

人

果
敢
に
、そ
し
て
懸
命
に
と
決
意
を
固
め
、試
合
に
臨
む
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広報

1.1  Vol.210

　表紙で石川さんが着けているのが、基立選手が
試合で身に着ける「百錬自得胴」。代々引き継が
れてきた胴の裏には、歴代の基立選手の名が刻ま
れ、立ち切りに臨む選手を内から支えます。

百
三
百
三

か
わ

い
し

と
し

は
る

と
う

さ

ほ

み

石　
川　
俊　
春　
さ
ん
（
35
）・
佐　
藤　
美　
歩　
さ
ん
（
30
）

い
し
か
わ
と
し
は
る

さ
と
う

み　

ほ

ひゃくれんじとく

や
ま
お
か
て
っ
し
ゅ
う

も
と
だ
ち
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